
施策評価シート（令和元年度～４年度）

（１）総合評価

※【評価基準】Ｓ：施策の目的が十分に達成されている。Ａ：施策の目的が達成されている。Ｂ：施策の目的があまり達成されていない。Ｃ：施策の目的が達成されていない。ー：評価できない。

※総合評価は、原則、指標の達成状況（達成率）に基づき判断する。ただし、指標の分析結果や指標以外の成果等により、指標の達成状況（達成率）と異なる評価とする場合は、その理由を必ず記載すること。

（２）成果指標

※【評価基準】ｓ：105％以上、ａ：95％以上105％未満、ｂ：85％以上95％未満、ｃ：70％以上85％未満、ｄ：70％未満

分野 ２　農林水産 所属 経済局　農林水産部　農業政策課

政策
１　新たな価値や需要を掘り起こし、市民が自慢できる農林水産の静岡市ブランドを推進しま
す

Ｓ：施策の目的が十分に達成されてい
る。

理由
　新型コロナウイルス感染症の影響から、首都圏や海外などへのプロモーション事業は実施できなかったものの、関係団体や他業種との連携により「静岡市のお
茶」の普及・消費を促したことで、本市における一世帯当たりの緑茶の「年間購入数量」及び「年間支出金額」が日本一となり、成果指標の実績も目標を大きく上
回ったことから、施策の目的が十分に達成されていると評価することができる。

課長　花村　章弘氏名

評
価
責
任
者

令和３
年度

Ｓ：施策の目的が十分に達成されてい
る。

理由

　新型コロナウイルス感染症の影響から、首都圏や海外などへのプロモーション事業が一部実施できなかったものの、関係団体や他業種と連携し、新茶シーズンで
のイベント開催や宿泊施設におけるお茶の配布など、「静岡市のお茶」や「お茶のまち静岡市」のPR事業を実施することにより、本市における一世帯当たりの緑茶
の「年間購入数量」及び「年間支出金額」は日本一を維持し、成果指標の実績も目標を上回ったことから、施策の目的が十分に達成されていると評価することがで
きる。

施策 １　需要創出による「お茶のまち静岡市」の推進

施策の
目的

　静岡市は、中山間地域を中心に、お茶が約800年の栽培の歴史がある良質な産地として、全国から荒茶が集積し、仕上げ加工された茶が全国の消費地へ出荷され
る集散地として、地域社会を支える基幹産業として発展してきました。しかし、消費者の飲用スタイルの変化などに伴う荒茶の市場価格の低迷が続き、茶の栽培農
家や耕作面積が減少し、収益性の高い茶業経営の実現が急務となっています。
　このため、本市のお茶が持つクオリティーに加え、茶どころとしての歴史や優れた景観など、地域資源を活かした付加価値をつけた取組や、積極的な情報発信を
実施することにより、「静岡市のお茶」「お茶のまち静岡市」のブランド力を高めていきます。さらに、市内外からの来訪者の増大などを通じ、「静岡市のお茶」
の新たな需要の創出に繋げ、持続性の高い「お茶のまち静岡市」の実現を目指します。
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令和元
年度

Ｓ：施策の目的が十分に達成されてい
る。

理由
　成果指標の実績が目標を大きく上回るとともに、昨年も成果指標に掲げた本市における一世帯当たりの緑茶（リーフ）の「年間購入数量」及び「年間支出金額」
が、ともに日本一であったことから、施策の目的が十分に達成されていると評価することができる。

令和２
年度

令和４
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由

　関係団体や他業種と連携し、新茶シーズンにおけるイベント開催や３年ぶりに実施した静岡市お茶まつり（世界お茶まつり2022と同時開催）などの市内プロモー
ションのほか、首都圏や海外へのプロモーションを通じ、「静岡市のお茶」や「お茶のまち静岡市」のＰＲを行ったことにより、本市における一世帯当たりの緑茶
の「年間購入数量」及び「年間支出金額」は日本一を維持し、成果指標の実績も目標をほぼ達成していることから、施策の目的が達成されていると評価することが
できる。

成
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標

指標名 現状値 年度 目標値 実績値 達成率（％） 評価 目標値の算出根拠

一世帯当たりの年間緑茶購入数量における静岡
市と全国との比較

173％
（H27～29平均値）

1 200% 245% 122.5% ｓ

ｓ

4 200% 199% 99.5% a

「茶どころ日本一計画」がスタートしたH22から直近H29までの平均値（197%）
を維持することを目標とし、設定した。

2 200% 280% 140.0% ｓ

3 200% 231% 115.5%
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（３）施策を構成する主要事業

※主要事業の優先順位は、各施策の目的や指標を達成する上で、重要度、貢献度などの観点から高いものから順位とする。

※達成状況の凡例（◎：計画より進んでいる、○：計画どおり進んでいる、△：計画より遅れている、－：計画上実施時期が到来していない、新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった）

（４）今後の取組や方向性

　本施策は総合評価欄のとおり期待どおりの成果をあげることができたものの、茶業を取り巻く環境は厳しい状態が続いている。
　そこで、第４次総合計画の観光交流分野の施策に位置づけた「お茶ツーリズム推進事業」により、国内外に誇れる地域資源を活かした観光を推進し、交流人口の拡大やインバウンド需要の増加を図る。また、農林水産分野の施策である「特産
茶戦略的輸出促進事業」により、「静岡市ブランド」の強化を推進するとともに、静岡市のお茶輸出支援及び販路開拓による消費拡大を図る。
　これらの取組を強化していくことで、課題の克服を目指しつつ、今後も「お茶のまち静岡市」の推進に向けて引き続き取り組んでいく。

主要事業名 主な活動内容
優先
順位

年度 現計予算額
前年度から
の繰越額

決算額
人工

達成
状況

正規 非常勤 臨時

特産茶戦略的輸出支援事業

①海外販路の拡大を目指した官民一体の海外プロモーション（イタリア・
ミラノ、ドイツ・ベルリン）
②在外公館主催天皇誕生日祝賀レセプションでのプロモーション（イタリ
ア・ミラノ、ドイツ・ベルリン、フランス・パリの日本大使館及び在外公
館にて実施）
③海外販路拡大に取組む茶業者への補助
④ＧＡＰ認証取得の推進

3

1 7,013 0 5,451 1.0 0.0 0.0

○
2 8,223 0 1,022 1.0 0.0 0.0

3 6,608 0 976 1.0 0.0 0.0

0.04 6,610 0 2,058 1.0 0.0

茶産地総合対策事業

安定的かつ永続的な茶業経営の基盤づくりのため、次の事業に対する助成
を実施
①-1茶生産改良整備事業（茶園改良整備）
①-2茶生産改良整備事業（加工施設機械整備）
②茶園共同管理推進事業
③補完作物転換事業
④防霜施設修繕事業

4

1 14,000 0 4,162 0.6 0.0

24,800 0 24,692 0.6 0.0 0.0

0.0

〇
2 24,800 0 24,480 0.6 0.0 0.0

3

0.04 24,800 0 24,460 0.6 0.0

「静岡市お茶の学校」運営事業
「静岡市のお茶」、「お茶のまち静岡市」をテーマに、お茶に関する様々
な分野を総合的に学ぶ講座を開催

5

1 528 0 309 0.4 0.0

504 0 160 0.4 0.0 0.0

0.0

〇
2 504 0 66 0.4 0.0 0.0

3

0.04 504 0 205 0.4 0.0

お茶ツーリズム推進事業
①お茶ツーリズムの受付・相談窓口として、「しずおか茶巡りデスク」を
開設
②ウィズコロナ期の観光業界の動向をテーマとした勉強会を開催

2

1 3,000 0 3,149 0.8 0.0

4,293 0 3,696 0.8 0.0

0.0

○
2 4,770 0 4,361 0.8 0.0 0.0

3

0.04 3,438 0 3,343 0.8 0.0

2.3 0.2

4 11,899 0 4,630 2.0 0.0

0.0

「お茶のまち静岡市」推進事業

「静岡市茶どころ日本一計画」に基づく情報発信やプロモーション
①JR静岡駅情報発信事業
②「お茶のまち静岡市」ホームページ情報発信事業
③「お茶のまち静岡市」ラッピングタクシー導入事業
④「お茶のまち静岡市」首都圏等プロモーション事業
⑤山のお茶プロモーションイベント「茶縁」の開催

1
0.0

0.0

○
2 15,126 0 6,030 2.0 0.0 0.0

3

0.0

1 20,536 0 12,277 2.0 0.0

15,011 0 9,736



施策評価シート（令和元年度～４年度）

（１）総合評価

※【評価基準】Ｓ：施策の目的が十分に達成されている。Ａ：施策の目的が達成されている。Ｂ：施策の目的があまり達成されていない。Ｃ：施策の目的が達成されていない。ー：評価できない。

※総合評価は、原則、指標の達成状況（達成率）に基づき判断する。ただし、指標の分析結果や指標以外の成果等により、指標の達成状況（達成率）と異なる評価とする場合は、その理由を必ず記載すること。

（２）成果指標

※【評価基準】ｓ：105％以上、ａ：95％以上105％未満、ｂ：85％以上95％未満、ｃ：70％以上85％未満、ｄ：70％未満

分野 ２　農林水産 評
価
責
任
者

所属 経済局　農林水産部　農業政策課

政策
１　新たな価値や需要を掘り起こし市民が自慢できる農林水産の静岡市ブランド創出を推進しま
す 氏名 課長　花村　章弘

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
　成果指標「静岡市民が静岡市産のみかん、わさびを国内外に誇れる地域資源であると思う割合」については目標値87.2%に対して実績値86.8%と僅か0.4%下回ったも
のの、成果指標「静岡市産みかんの出荷量」については目標値5,200tに対して実績値5,625tと達成率108.2%となり、全体としては関連事業の実施により一定の成果が
あったものと評価したため。

令和３
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
　成果指標「静岡市民が静岡市産のみかん、わさびを国内外に誇れる地域資源であると思う割合」については実績値が目標値と同じ88.4%で達成率が100.0%、成果指
標「静岡市産みかんの出荷量」については目標値5,200tに対して実績値5,427tと達成率104.4%となり、全体としては関連事業の実施により一定の成果があったものと
評価したため。

施策 ２　みかん、わさびなど強みのある産物の強化

施策の
目的

　本市の特産であるみかん、わさびなど優位性のある産物の強化策として、県営畑総「茂畑地区」に果樹研究センターを誘致する事業に取組むとともに、県及びＪ
Ａと連携して本市の果樹の情報発信を図ります。さらに、わさび栽培に適した本市の立地条件を活かした、わさびの苗の生産施設の整備を支援するなど、本市産農
産物のブランド力を強化していきます。

総
合
評
価

令和元
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
　成果指標「静岡市産みかんの出荷量」については目標値5,200tに対して実績値は4,953tと僅かに減少したものの、成果指標「静岡市民が静岡市産のみかん、わさび
を国内外に誇れる地域資源であると思う割合」については実績値が88.1%と、目標値の86.0%を2.1%上回り、全体としては関連事業の実施により一定の成果があったも
のと評価したため。

令和２
年度

令和４
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
　成果指標「静岡市産みかんの出荷量」については、荒天の影響もあり目標値5,200tに対して実績値は4,584tと減少した。成果指標「静岡市民が静岡市産のみかん、
わさびを国内外に誇れる地域資源であると思う割合」については目標値の89.6%に対して実績値が87.0%と僅か2.6%下回ったが、全体としては関連事業の実施により一
定の成果があったものと評価したため。

成
果
指
標

指標名 現状値 年度 目標値 実績値 達成率（％） 評価 目標値の算出根拠

静岡市産みかんの出荷量
5,281t

（H27-30平均値）

1 5,200t 4,953t 95.3% a

a

4 5,200t 4,584t 88.2% a

３次総前期４ヵ年（H27～30）における同実績値平均は5,281tであり、前４ヵ年平均値を当該年
度出荷量と仮定した場合、目標年度（R4）の出荷量は5,278tと推定されるため、目標年度までの
各年度の目標値については、近年の天候不順による不安定な生産性を考慮して5,200tと設定す
る。

2 5,200t 5,625t 108.2% s

3 5,200t 5,427t 104.4%

a ３次総前期４ヵ年（H27～30）における同実績値平均が86.0％であり、現状値（H30）の84.8％よ
り1.2%増であることから、年1.2%の増加を目標とする。
※H27～30実績値（H27：87.3%、H28：87.0%、H29：84.8%、H30：84.8%）
＜数値根拠＞
「静岡市農業振興計画」の進行管理として毎年度実施している市民アンケート調査結果のうち、
「みかん」「わさび」の各国内外に誇れる地域資源と思う・どちらかと言えばそう思うの合計割
合を平均化した数値

2 87.2% 86.8% 99.5% a

3 88.4% 88.4%

1 86.0% 88.1% 102.4%

100.0%

1

a

4 89.6% 87.0% 97.0% a

静岡市民が静岡市産のみかん、わさびを国内外
に誇れる地域資源であると思う割合

84.8%
（H30）

4

2

3
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（３）施策を構成する主要事業

※主要事業の優先順位は、各施策の目的や指標を達成する上で、重要度、貢献度などの観点から高いものから順位とする。

※達成状況の凡例（◎：計画より進んでいる、○：計画どおり進んでいる、△：計画より遅れている、－：計画上実施時期が到来していない、新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった）

（４）今後の取組や方向性

主要事業名 主な活動内容
優先
順位

年度 現計予算額
前年度から
の繰越額

決算額
人工

達成
状況

正規 非常勤 臨時

静岡県果樹研究センターの誘致

①安定対策工事に伴う地盤観測調査（H27～R2）
②創設非農用地土地取得（R2）
③安定対策に係る排土工事（R3予定）
④排土工事後の地盤観測調査（R4予定）

3

1 6,847 0 6,784 0.5 0.0 0.0

○
2 6,696 626,400 631,969 0.6 0.0 0.0

3 55,016 0 13,267 0.6 0.0 0.0

0.04 1,310 0 1,309 0.6 0.0

しずおか果樹百景プロジェクト

①果樹百景プロジェクト会議の開催（H27～） ※コロナ禍で開催せず
②「静岡市果樹農業振興方針」(R1策定）に基づく取組推進（R2～）
③各種消費拡大イベント等への参画（H27～） ※コロナ禍で大幅に縮小
④「青島みかん」PR横断幕掲出（静岡庁舎・清水庁舎）（H29～）

1

1 400 0 17 0.6 0.0

458 0 0 0.4 0.0 0.0

0.0

―
2 500 0 12 0.4 0.0 0.0

3

0.04 450 0 0 0.4 0.0

「静岡水わさびの伝統栽培」世界農業遺産関連事業

※「静岡水わさびの伝統栽培」世界農業遺産事業・保全事業補助金
①「静岡市わさび振興方針」の策定事務（R2～）
②わさび世界遺産を活用したプロモーション（R30～）
③優良品種バイオ苗の導入経費助成（S44～）

2

1 2,229 0 2,111 0.8 0.0

1,733 0 1,365 0.8 0.0 0.0

0.0

○
2 1,757 0 1,286 0.8 0.0 0.0

3

0.04 1,680 0 1,136 0.8 0.0

1

2

3

4

4

2

3

1



施策評価シート（令和元年度～４年度）

（１）総合評価

※【評価基準】Ｓ：施策の目的が十分に達成されている。Ａ：施策の目的が達成されている。Ｂ：施策の目的があまり達成されていない。Ｃ：施策の目的が達成されていない。ー：評価できない。

※総合評価は、原則、指標の達成状況（達成率）に基づき判断する。ただし、指標の分析結果や指標以外の成果等により、指標の達成状況（達成率）と異なる評価とする場合は、その理由を必ず記載すること。

（２）成果指標

※【評価基準】ｓ：105％以上、ａ：95％以上105％未満、ｂ：85％以上95％未満、ｃ：70％以上85％未満、ｄ：70％未満

指
標
以
外
の

成
果

2

3

1

4

4

2

3

1

4 75.00% 62.20% 82.9% b

令和４年度に認知度75％を達成することを目標としているため、各年度6.1％の増加とする。
2 62.80% 58.80% 93.6% b

3 68.90% 58.70% 86.3%

理由 しずまえブランドの認知度向上を目標に事業展開し、認知度は前年より３．９％上昇した。

令和２
年度

令和４
年度

Ｂ：施策の目的があまり達成されてい
ない。

理由 ソーシャルメディアを活用し情報発信したが、「しずまえ」関係飲食店舗の営業自粛や普及イベント等の中止が影響を及ぼした。

成
果
指
標

指標名 現状値 年度 目標値 実績値 達成率（％） 評価 目標値の算出根拠

「しずまえ」の市民認知度の向上
50.7%
（H30）

1 56.70% 54.60% 96.2% a

b

分野 ２　農林水産 評
価
責
任
者

所属 経済局　農林水産部　水産漁港課

政策 氏名 課長　畠山　広明１　新たな価値や需要を掘り起こし市民が自慢できる農林水産の静岡市ブランド創出を推進します

Ｂ：施策の目的があまり達成されてい
ない。

理由 当初予定していたイベントによる[しずまえ」普及活動が、コロナ感染拡大によりほとんど実施できなかった。

令和３
年度

Ｂ：施策の目的があまり達成されてい
ない。

理由 ソーシャルメディアを活用し情報発信したが、コロナ感染拡大により「しずまえ」に関係する飲食店舗の営業自粛や普及イベントの中止が影響を及ぼした。

施策 ３　食文化としての「しずまえ」ブランドの普及

施策の
目的

　「静岡市ブランド」の創出の推進のうち、新たな地域ブランドとして「しずまえ」を定着させます。
駿河湾沿岸部で獲れる魚介類や食文化の普及のため、「しずまえ」の認知度向上と魅力のＰＲや農水産物を紹介するホームページ「ZRATTO!しずおか」により、消
費者に向けて旬の情報を発信します。まずは市民の皆様における認知度を高め、「しずまえ」の地域ブランド化を図ることを目指します。

総
合
評
価

令和元
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。



（３）施策を構成する主要事業

※主要事業の優先順位は、各施策の目的や指標を達成する上で、重要度、貢献度などの観点から高いものから順位とする。

※達成状況の凡例（◎：計画より進んでいる、○：計画どおり進んでいる、△：計画より遅れている、－：計画上実施時期が到来していない、新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった）

（４）今後の取組や方向性

2

3

1

4

2

3

4

1

0.0

0.0

○
2 900 0 847 0.1 0.0 0.0

3

0.04 1,000 0 825 0.1 0.0

藻場育成環境調査事業 減少傾向にある水産資源回復のための藻場造成、調査等 3

1 990 0 902 0.1 0.0

1,000 0 809 0.1 0.0

0.0

0.0

○
2 1,200 0 501 0.5 0.0 0.0

3

0.04 2,090 0 714 0.5 0.0

農水産物消費拡大促進事業 農水産物を紹介するホームページ「ZRATTO！しずおか」の運営（H26～） 2

1 1,550 0 1,160 0.5 0.0

2,200 0 1,624 0.5 0.0

0.0

○
2 5,186 0 2,783 1.5 0.0 0.0

3 5,131 0 4,242 1.5 0.0 0.0

0.04 5,131 0 5,040 1.5 0.0

しずまえ鮮魚の普及促進

①「しずまえ新聞」の市内小中学生への配布（６月及び11月）
②「しずまえ漁業見学ツアー」の開催（10月）
③「しずまえ・オクシズまつり」の開催(10月)
④しずまえＰＲ事業（通年）

1

1 7,330 0 7,025 1.5 0.0

主要事業名 主な活動内容
優先
順位

年度 現計予算額
前年度から
の繰越額

決算額
人工

達成
状況

正規 非常勤 臨時

「しずまえ」の更なる認知度向上及び「しずまえ鮮魚」の需要拡大を図るため、産学官民連携事業によるPR活動を強化していく。



施策評価シート（令和元年度～４年度）

（１）総合評価

※【評価基準】Ｓ：施策の目的が十分に達成されている。Ａ：施策の目的が達成されている。Ｂ：施策の目的があまり達成されていない。Ｃ：施策の目的が達成されていない。ー：評価できない。

※総合評価は、原則、指標の達成状況（達成率）に基づき判断する。ただし、指標の分析結果や指標以外の成果等により、指標の達成状況（達成率）と異なる評価とする場合は、その理由を必ず記載すること。

（２）成果指標

※【評価基準】ｓ：105％以上、ａ：95％以上105％未満、ｂ：85％以上95％未満、ｃ：70％以上85％未満、ｄ：70％未満

指
標
以
外
の

成
果

2

3

1

4

4 10％高い状態 10％高い状態 100.0% a

市産材は約９割が住宅用に利用される一方で、一般の住宅に利用される木材は約７割が外国産材で
ある。当事業では市産材の需要拡大だけでなく、低迷する木材価格の上昇による森林資源の健全な
循環を図るため、近隣他産材価格の10％高い状態を目標とした。

2 10％高い状態 10％高い状態 100.0% a

3 10％高い状態 10％高い状態 100.0%

成果指標の評価は「A」であることから、地域経済の活性化の目的が概ね達成しているため、総合評価を「A」とした。

令和２
年度

令和４
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由 成果指標の評価は「A」であることから、地域経済の活性化の目的が概ね達成しているため、総合評価を「A」とした。

　静岡市の森林面積は市域の約８割を占め、この内、スギ・ヒノキの人工林は約４割で林業の一大生産地帯を形成し、樹齢も利用が可能となる36年生以上の林分が９割に上り、森林資源として十分成熟しています。
　しかしながら、本市の林業を取り巻く環境は、急峻地形により路網整備、施業の機械化が進まず搬出コストが高くなる一方、木材の市場材価は低迷が長期化し採算性が向上しない、また、担い手も減少するなど経営状況は厳しい状況
にあり、これに伴い森林の適切な管理ができず市民生活に欠かせない公益的機能の低下が懸念されています。
　このため、木材を本来あるべき森林の循環型資源として利用を促進し、森林が持つ公益的機能の維持増進を図るため本市木材の「地産地消」を目標に、川上における森林作業道開設、林業の機械化による林業の生産基盤の強化を進め
ると共に、川下での市産材を活用する住宅等の建築主へ構造材・内装材を提供する事業を通じて市産材の普及促進を図ります。

成
果
指
標

指標名 現状値 年度 目標値 実績値 達成率（％） 評価 目標値の算出根拠

市産材取引価格他産材との比較 10％高い状態

1 10％高い状態 10％高い状態 100.0% a

a

分野 ２　農林水産 評
価
責
任
者

所属
経済局　農林水産部
中山間地振興課

政策 氏名 課長　太田　伸二１　新たな価値や需要を掘り起こし市民が自慢できる農林水産の静岡市ブランド創出を推進します

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由 成果指標の評価は「A」であることから、地域経済の活性化の目的が概ね達成しているため、総合評価を「A」とした。

令和３
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由 成果指標の評価は「A」であることから、地域経済の活性化の目的が概ね達成しているため、総合評価を「A」とした。

施策 ４　市産材の活用促進による地域経済の活性化

施策の
目的

総
合
評
価

令和元
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由



（３）施策を構成する主要事業

※主要事業の優先順位は、各施策の目的や指標を達成する上で、重要度、貢献度などの観点から高いものから順位とする。

※達成状況の凡例（◎：計画より進んでいる、○：計画どおり進んでいる、△：計画より遅れている、－：計画上実施時期が到来していない、新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった）

（４）今後の取組や方向性

0.0

○

2 86,000 0 76,796 0.2

3

4 95,000 0 75,347 0.2

0.0

0.0

0.0

静岡地域材活用促進事業

○静岡ひのき・杉の家推進事業
市内に個人が住宅を新築または建て替えをする場合、主要構造材に市産材
（60%以上）を使用する住宅に対し、ヒノキ・スギの柱・土台（10.5または
12cm）を100本（30万円相当）プレゼント
H23～旧安倍六ヶ村移住は50万円相当補助　H24～内装材（床・羽目）10万
円相当補助追加
(上限額)　構造材３0万円、内装材10万円

○静岡ぬくもり空間推進事業
幼稚園・保育園、公益的施設および中山間地振興に資する施設等の新築・
建替え等に対し市産材を提供する。
(上限額)500万円
H29～認証材利用は100万円上乗せ
令和元年度からは商業施設の内装材等に利用する市産材の提供を開始し
た。(補助対象経費の1/2、上限100万円)

1

1 92,000 0 81,034 0.2 0.0

95,000 0 87,116 0.2

△

2 30,680 0 21,793 0.2

3 36,680 0 34,122 0.2

4 42,680 0 35,513 0.2

0.0

いきいき森林づくりの推進

〇高性能林業機械購入費補助
森林経営計画に基づく森林施業の実施にあたり、作業工程の効率化・生産
性の向上性を図るため、林業機械の導入を補助する。
機械購入経費の80%(上限6,000千円)

〇作業道の開設補助
間伐作業や木材搬出効率化のため、作業道開設費用を補助し森林整備を促
進する。
作業道開設工事経費の90%(上限7千円/m)

2

1 39,930 0 38,788 0.2 0.0

0.0

0.0

0.0

主要事業名 主な活動内容
優先
順位

年度 現計予算額
前年度から
の繰越額

決算額
人工

達成
状況

正規 非常勤 臨時

静岡地域材活用促進事業
オクシズ材（市産材）の利用拡大や木材利用による炭素固定効果への期待も大きいことから、引き続き補助を実施する。
近年、新築住宅着工件数の減少や集合住宅の広まり等もあり個人住宅への補助については申請件数が減少する一方、民間施設や商業施設、公益的施設での木材利用への取組に注目が集まっている。住宅、非住宅への補助内訳や対象施設等について
要望等もあり、対応を検討する。

いきいき森林づくり推進事業
高性能林業機械購入費補助は、耐用年数の短さから導入に関する要望は依然として多く、導入による搬出コスト縮減、生産性の向上、素材生産量の増加が大きく期待できるため、引き続き補助を行っていく予定である。
作業道の開設補助は、素材生産量増加のための基盤整備は未だ不十分であるため、引き続き補助を行っていく予定である。また、近年台風や大雨の影響による作業道の被害も増加しており、作業道の維持修繕に対する補助への要望も増えているこ
とから、どのように応えていけばよいか検討していきたい。



施策評価シート（令和元年度～４年度）

（１）総合評価

※【評価基準】Ｓ：施策の目的が十分に達成されている。Ａ：施策の目的が達成されている。Ｂ：施策の目的があまり達成されていない。Ｃ：施策の目的が達成されていない。ー：評価できない。

※総合評価は、原則、指標の達成状況（達成率）に基づき判断する。ただし、指標の分析結果や指標以外の成果等により、指標の達成状況（達成率）と異なる評価とする場合は、その理由を必ず記載すること。

（２）成果指標

※【評価基準】ｓ：105％以上、ａ：95％以上105％未満、ｂ：85％以上95％未満、ｃ：70％以上85％未満、ｄ：70％未満

指
標
以
外
の

成
果

4

2

3

1

38 37件 97.4% a

3 44 43件 97.7%成
果
指
標

指標名 現状値 年度 目標値 実績値 達成率（％） 評価 目標値の算出根拠

　６次産業化等への新規取組件数
　（H27年度からの累計数）

26件
（H30）

1 32 30件 93.8% b

a

4 50 49件 98.0% a

【年間目標値】６件/年
　R4年目標値：50件　現状値：26件
　50件ー26件＝24件　24件÷4年＝６件/年

2

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
　６次産業化等への新規取組件数については、令和２年度の取組実績７件を加えた累計37件となり、令和２年度目標の38件に対して達成率97.4％の結果となった。
成果指標も昨年度のｂ評価からａ評価となり、農業者が収益性を高め、地域資源の付加価値向上に資する取組に対して一定の支援できたことから、施策の目的は概
ね達成していると評価した。

令和３
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
　６次産業化等への新規取組件数については、令和３年度の取組実績６件を加えた累計43件となり、令和３年度目標の44件に対して達成率97.7％の結果となった。
成果指標はａ評価となり、農業者が収益性を高め、地域資源の付加価値向上に資する取組に対して一定の支援できたことから、施策の目的は概ね達成していると評
価した。

施策 ５　６次産業化の推進等による新たな価値の創出

施策の
目的

　農業者の個々の経営力に応じ、加工から販売までを手掛ける商品開発など収益性を高めることのできる農業の６次産業化への取組みを支援します。さらに、異業
種との連携を強化し、そのノウハウを活用した生産・加工・販売の各段階における商品の付加価値向上に資する取組を支援します。

総
合
評
価

令和元
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
　６次産業化等への新規取組件数について、令和元年度は32件の目標に対し、実績は取組件数30件、達成率93.8％に留まり、成果指標としてはｂ評価となるが、農
業者が収益性を高めることのできる農業の６次産業化に取り組み、地域資源の付加価値向上に資する取組に対し支援したことから、施策の目的は概ね達成している
と評価した。

令和２
年度

令和４
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
　６次産業化等への新規取組件数については、令和４年度の取組実績６件を加えた累計49件となり、令和４年度目標の44件に対して達成率98.0％の結果となった。
成果指標はａ評価となり、農業者が収益性を高め、地域資源の付加価値向上に資する取組に対して一定の支援できたことから、施策の目的は概ね達成していると評
価した。

分野 ２　農林水産 評
価
責
任
者

所属 経済局　農林水産部　農業政策課

政策 氏名 課長　花村　章弘１　新たな価値や需要を掘り起こし市民が自慢できる農林水産の静岡市ブランド創出を推進します



（３）施策を構成する主要事業

※主要事業の優先順位は、各施策の目的や指標を達成する上で、重要度、貢献度などの観点から高いものから順位とする。

※達成状況の凡例（◎：計画より進んでいる、○：計画どおり進んでいる、△：計画より遅れている、－：計画上実施時期が到来していない、新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった）

（４）今後の取組や方向性

4

2

3

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

0.0

○
2 2,000 0 1,946 0.5 0.0 0.0

3 2,000 0 2,000 0.5 0.0 0.0

0.04 2,000 0 991 0.5 0.0

　ふるさと農力チャレンジ事業 ６次産業化に取り組む農業者に対する助成（H25～） 1

1 2,200 0 1,468 0.5 0.0

主要事業名 主な活動内容
優先
順位

年度 現計予算額
前年度から
の繰越額

決算額
人工

達成
状況

正規 非常勤 臨時


